
 

 平成３０年度動物病院における動物由来感染症モニタリング事業結果 

 

 

１ 目的 

動物由来感染症の動物での発生状況を把握するため、動物病院における感染症の診断

状況を集約し、動物由来感染症の人への感染を防止するための必要な措置を講じること

を目的とした。 

 

２ 事業概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ モニタリング調査  

 【実施期間】 平成３０年４月から平成３１年３月まで 

 【調査対象動物】 指定動物病院を受診した犬・猫 

 【調査対象とする動物由来感染症】  

犬 猫 

皮膚糸状菌 

疥癬 

犬糸状虫症 

回虫症 

ジアルジア症 

瓜実条虫症 

犬ブルセラ症 

皮膚糸状菌 

疥癬 

犬糸状虫症 

回虫症 

ジアルジア症 

瓜実条虫症 

トキソプラズマ症 

資 料 ２ 

一部業務 

集計報告 

病院選定 結果報告 

助言 受診 

確定診断 

確定診断 

検査依頼 

（必要に応じて確定診断） 

環境保健衛生課動物管理担当 (公社)東京都獣医師会 

動物の飼い主 

（飼養動物） 

健康安全研究センター 検査機関 

検査結果 

指定動物病院 

委託 

検査結果 

結果送付 【速報】 

検査結果 

菌株送付 

検査依頼 

結果送付（速報・確定診断） 



 

 

 【調査方法】 指定動物病院２０病院における、月ごとの診察頭数及び調査項目に感染

していると診断した頭数の報告を受ける。 

 

２ サンプリング調査  

 【実施期間】 平成３０年４月から平成３１年３月まで 

 【調査対象及び検体数】 指定動物病院のうち病原体定点６病院において、飼い主から

了承を得られた犬及び猫の糞便 計１６６検体 

 【調査対象とする病原体及び調査方法】 

検査項目 調査方法 

黄色ブドウ球菌 

大腸菌、大腸菌Ｏ抗原 

サルモネラ属菌 

エルシニア・エンテロコリチカ 

赤痢菌 

腸炎ビブリオ 

バシラス・セレウス 

カンピロバクター 

分離培養法 

 

 【調査方法】 病原体定点から検査機関に、便検査を依頼し、検査結果の報告を受ける。 

 

３ 調査結果 

（１）モニタリング調査 

   平成３０年４月から平成３１年３月まで、指定動物病院２０病院を受診した犬、猫 

１１８，５０８頭について調査を行った。内訳は次のとおりである。 

    ・ 犬 ７７，２１１頭（区部：５２，３８４頭、多摩部：２４，８２７頭） 

    ・ 猫 ４１，２９７頭（区部：３０，２３１頭、多摩部：１１，０６６頭） 

  ア 犬の診断状況 

    受診した犬７７，２１１頭のうち、４５頭(０．０６％)についてモニタリング対

象の感染症と診断された。各疾病の内訳は、表１のとおりである。 

 

 表１ 犬の診断状況  

調
査
期
間 

受
診
頭
数 

陽性頭数（括弧内は陽性率） 

皮
膚
糸
状
菌
症 

疥
癬 

犬

糸

状

虫

症 

回
虫
症 

ジ
ア
ル
ジ
ア
症 

瓜
実
条
虫
症 

犬
ブ
ル
セ
ラ
症 

4 月 8,724 0 
1 

(0.01%) 
0 0 

1 

(0.01%) 

1 

(0.01%) 
0 

5 月 8,378 
2 

(0.02%) 
0 0 

1 

(0.01%) 

4 

(0.05%) 
0 0 

6 月 7,523 
2 

(0.03%) 
0 0 0 

2 

(0.03%) 

1 

(0.01%) 
0 



 

 

イ 猫の診断状況 

    受診した猫 ４１，２９７頭のうち、１１２頭(０．２７％)についてモニタリング

対象の感染症と診断された。各疾病の内訳は、表２のとおりである。 

 

 

表２ 猫の診断状況 

調
査
期
間 

受
診
頭
数 

陽性頭数（括弧内は陽性率） 

皮
膚
糸
状
菌
症 

疥
癬 

犬

糸

状

虫

症 

回
虫
症 

ジ
ア
ル
ジ
ア
症 

瓜
実
条
虫
症 

犬
ブ
ル
セ
ラ
症 

7 月 6,932 
3 

(0.04%) 

1 

(0.01%) 
0 0 

1 

(0.01%) 

2 

(0.03%) 
0 

8 月 6,408 
2 

(0.03%) 

2 

(0.03%) 
0 

3 

(0.05%) 

3 

(0.05%) 
0 0 

9 月 6,099 
2 

(0.03%) 
0 0 0 0 

1 

(0.02%) 
0 

10 月 6,178 0 0 0 0 0 0 0 

11 月 5,922 
2 

(0.03%) 
0 0 

1 

(0.02%) 
0 

1 

(0.02%) 
0 

12 月 5,908 0 0 0 
2 

(0.03%) 
0 

1 

(0.02%) 
0 

1 月 4,852 0 0 0 0 0 0 0 

2 月  4,785 0 0 0 0 0 0 0 

3 月  5,502 0 0 0 0 
2 

(0.04%) 

1 

(0.02%) 
0 

区部計 52,384 
7 

(0.01%) 
0 0 

5 

(0.01%) 

10 

(0.02%) 

5 

(0.01%) 
0 

多摩部計 24,827 
6 

(0.02%) 

4 

(0.02%) 
0 

2 

(0.01%) 

3 

(0.01%) 

3 

(0.01%) 
0 

総計 77,211 
13 

(0.02%) 

4 

(0.01%) 

0 7 

(0.01%) 

13 

(0.02%) 

8 

(0.01%) 
0 

(参考) 

29年度計 
78,882 

26 

(0.03%) 

5 

(0.006%) 

1 

(0.001%) 

3 

(0.004%) 

8 

(0.01%) 

4 

(0.005%) 
0 

調
査
期
間 

受
診
頭
数 

陽性頭数（括弧内は陽性率） 

皮
膚
糸
状
菌
症 

疥
癬 

犬

糸

状

虫

症 

回
虫
症 

ジ
ア
ル
ジ
ア
症 

瓜
実
条
虫
症 

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症 

4月 3,544 
4 

(0.11%) 

1 

（0.03%） 
0 0 0 

1 

（0.03%） 
0 

5月 3,793 
3 

(0.08%) 
0 0 

4 

(0.10%) 
0 0 0 



 

 ※臨床症状（ふらつき、凶暴化）、トキソプラズマ抗体検査、治療反応（クリンダマイシ

ン投与により治癒）よりトキソプラズマ症と判断 

 

（２）サンプリング調査 

平成３０年４月から平成３１年３月までの計１６６検体（犬：８７検体、猫：７９

検体）について調査した。内訳は次のとおりである。 

    ・ 犬 ８７頭（区部：５７頭、多摩部：３０頭） 

    ・ 猫 ７９頭（区部：５４頭、多摩部：２５頭） 

犬については、調査した８７頭のうち、７５頭(８６．２％)についてサンプリング

調査対象の菌が検出された。猫については、調査した７９頭のうち、５８頭(７３．４％)

についてサンプリング調査対象の菌が検出された。各菌の内訳は、表３のとおりであ

る。 

 

調
査
期
間 

受
診
頭
数 

陽性頭数（括弧内は陽性率） 

皮
膚
糸
状
菌
症 

疥
癬 

犬

糸

状

虫

症 

回
虫
症 

ジ
ア
ル
ジ
ア
症 

瓜
実
条
虫
症 

ト
キ
ソ
プ
ラ
ズ
マ
症 

6月 4,055 
3 

(0.07%) 

1 

（0.02%） 
0 

7 

(0.17%) 
0 

1 

（0.02%） 
0 

7月 4,103 
3 

(0.07%) 
0 0 

6 

(0.15%) 
0 

1 

（0.02%） 
0 

8月 3,574 
3 

(0.08%) 

1 

(0.03%) 
0 

4 

(0.11%) 
0 

2 

(0.06%) 
0 

9月 3,201 
5 

(0.16%) 

1 

(0.03%) 
0 

9 

(0.28%) 
0 

3 

(0.09%) 
0 

10月 3,545 
4 

(0.11%) 

1 

(0.03%) 
0 

3 

(0.08%) 

1 

(0.03%) 
0 0 

11月 3,451 
1 

(0.03%) 
0 0 

8 

(0.23%) 
0 

1 

(0.03%) 

1※ 

(0.03%) 

12月 3,311 0 0 0 
2 

(0.06%) 
0 

1 

(0.03%) 
0 

1月 2,897 
3 

(0.10%) 
0 0 0 0 0 0 

2月 2,809 
2 

(0.07%) 
0 0 

5 

(0.18%) 

1 

(0.04%) 
0 0 

3月 3,014 
1 

(0.03%) 

1 

(0.03%) 

1 

(0.03%) 

5 

(0.17%) 

1 

(0.03%) 
0 0 

区部計 30,231 
29 

(0.08%) 

4 

(0.01%) 

1 

(0.003%) 

37 

(0.12%) 

3 

(0.01%) 

7 

(0.02%) 
0 

多摩部計 11,066 
9 

(0.08%) 

2 

(0.02%) 
0 

16 

(0.14%) 
0 

3 

(0.03%) 

1 

(0.01%) 

総計 41,297 
38 

(0.09%) 

6 

（0.01%） 

1 

(0.002%) 

53 

（0.13%） 

3 

(0.007%) 
10 

（0.02%） 

1 

(0.002%) 

(参考) 

29年度計 
44,160 

41 

(0.09%) 

2 

(0.005%) 

1 

(0.002%) 
42 

(0.10%) 

5 

(0.01%) 

28 

(0.06%) 
0 



 

 

表３ 犬・猫のサンプリング調査結果 

対
象
動
物 

地
域 

検
体
数 

陽性検体数（陽性率） 

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌 

大
腸
菌 

大
腸
菌
Ｏ
抗
原 

サ
ル
モ
ネ
ラ 

エ
ル
シ
ニ
ア
・ 

エ
ン
テ
ロ
コ
リ
チ
カ 

赤
痢
菌 

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ 

バ
シ
ラ
ス
・
セ
レ
ウ
ス 

カ ン ピ ロ バ ク タ ー 

C. 

jejuni 

C. 

coli 

犬 

区部 57 
1 

(1.8%) 

48 

(84.2%) 

8 

(14.0%) 
0 0 0 0 0 0 0 

多摩部 30 0 
26 

(86.7%) 

3 

(10.0%) 
0 0 0 0 0 0 0 

総計 87 
1 

(1.1%) 

74 

(85.1%) 

11 

(12.6%) 
0 0 0 0 0 0 0 

猫 

区部 54 0 
41 

(75.9%) 

9 

(16.7%) 
0 0 0 0 0 0 0 

多摩部 25 0 
17 

(68.0%) 

3 

(12.0%) 
0 0 0 0 0 0 0 

総計 79 0 
58 

(73.4%) 

12 

(15.2%) 
0 0 0 0 0 0 0 

 

検査機関で大腸菌Ｏ抗原陽性となった大腸菌菌株は、毒素産生性試験等により、腸管病

原大腸菌の病原因子の有無を確認した。毒素産生性試験が陽性であった場合、薬剤感受性

試験を実施した。結果は表４及び表５のとおりである。 

また、検査機関で黄色ブドウ球菌陽性となった１検体の菌株は、コアグラーゼ型別試験、

毒素産生性試験により、病原因子の有無を確認した。結果は表６のとおりである。なお、

本黄色ブドウ球菌菌株は、ＭＲＳＡ（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）であった。 

 

表４ 毒素産生性試験等結果 

対象動物 菌株数 

陽性菌株数 

毒素原性大腸菌 

(ETEC) 

病原血清型大腸菌 

(EPEC) 

腸管出血性大腸菌 

(EHEC) 

腸管凝集性大腸菌 

(EAggEC) 

犬 11 0 1 0 0 

猫 12 0 0 0 0 

 

 

 

 



 

 

表５ 薬剤感受性試験結果 

 由来 血清型 

薬 剤 

Ａ

Ｂ

Ｐ

Ｃ 

Ｃ

Ｔ

Ｘ 

Ｃ

Ｆ

Ｘ 

Ｉ

Ｍ 

Ｐ 

Ｍ

Ｅ

Ｐ

Ｍ 

Ｓ

Ｍ 

Ｋ

Ｍ 

Ｇ

Ｍ 

Ａ

Ｍ

Ｋ 

Ｔ

Ｃ 

Ｃ

Ｐ 

Ｆ

Ｏ

Ｍ 

Ｎ

Ａ 

Ｎ

Ｆ

Ｌ

Ｘ 

Ｏ

Ｆ

Ｌ

Ｘ 

Ｃ

Ｐ

Ｆ

Ｘ 

Ｓ

Ｔ 

ＥＰ

ＥＣ 犬 O115：H25 Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ Ｓ 

             Ｓ：感受性 

 

表６ コアグラーゼ型別試験、毒素産生性試験結果 

対象動物 菌株数 コアグラーゼ型 毒素産生 備考 

犬 1 Ⅲ型 Ｅｎｔ.(－) ＭＲＳＡ 

 


